
 

No.WTE-2301 ＝ニュースレター１月号＝ 
東レエンジニアリング西日本は、エンジニアリング、マニュファクチュアリング、メンテナンスの３事業を柱とし、 

安全で高品質な製品を提供できる真の長期安定成長企業を目指します。 
 
新年明けましておめでとうございます。 
旧年中は格別のご厚情を賜りましたこと、心よりお礼申し上げます。 
 
新型コロナウィルスは相変わらず収束の兆しを見せず、社内外での感染者報告も絶えな

い状況です。重症化のリスクは小さくなっているようですが、感染すると一週間は行動を制
限されますので、仕事や私生活に不自由な思いをされた方も多いと思います。まだまだウィ
ズコロナの状態が続きますので、DX推進も含めて、新しい時代に合わせた業務形態を探っ
ていかねばならないと思います。 
さて当社では昨年 12月、東レエンジニアリンググループにおけるモノづくり事業強化の一

環として、製膜設備の口金・ロール製作を担っている機器事業部機器部を、TRENG F プ
ロダクツへ事業移管いたしました。別会社にはなりましたが、同じグループの仲間ですので、これからも応援していきたいと思いま
す。また同事業部の電製部については事業部に格上げし、制御盤やソフトの設計・製作を通じてお客様に最適な制御システ
ムを提供できるエンジニアリング部隊に育て上げていく予定です。どうぞこれからもよろしくご支援のほどお願いいたします。 
昨年、当社は幸いにして労働災害は出さずに済みました。しかし油断は出来ません。現場では予定の変更や不測の事態は

常に起こり得ます。そうした際にも基本ルールをしっかり守り、一人一人が危険の芽を摘んでいける力量が必要です。そのため
2023年の安全スローガンを 

「必達︕トータルゼロ災 －みんなが実践 現場でＫＹ－」 
としました。本年も安全第一で、関係する全ての方々とともに成長していく企業を目指していきたいと思います。今後ともご指

導・ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 
代表取締役社長 福井以知郎 

  
 

“トピックス”  

「年次アセスメント」制度の改定 
年次アセスメント（一次・二次・三次）は、昨年度まで業務成果の評

価を基準とした昇格審査の一部として実施していましたが、今年度より審
査の要素を排除し、育成フォローに特化した制度へと改定しました。 
特に若手を対象とする一次・二次では、自身の業務の振返り、グループ

ワークでの討議・情報共有により自身の課題解決へのヒント獲得を主眼と
した「キャリアレビュー」へ内容と名称を変更しました。 
また三次アセスメントについても、将来のキャリアアップを目指すための指

導・アドバイスに特化した運用へ改善しました。 
その結果、参加者からは「キャリア形成」への新たな視点が得られた、同年代のメンバー間なのでリラックスした雰囲気で本音で討

議出来た、と前向きな感想が寄せられました。次年度以降もこの制度を継続する予定です。 
（担当部署︓総務部 077-534-0956） 

  

二次キャリアレビューの様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全日本産業別柔道大会優勝！ 
 11月 23日に講道館（東京）で第 70回全日本産業別柔道大会
が３年ぶりに開催され、当社社員の中原諒人選手が、東レ滋賀柔道
部の一員として出場しました。 
 この大会は運輸、鉄鋼、官公庁、警備などの７部門が競う大会で、東
レ滋賀は繊維部門に所属し、３年前の３位の雪辱を果たすべく、優勝
を目指してこの大会に挑みました。 
 繊維部門は、予選リーグＢブロックを１位で決勝に勝ち上がり、決勝戦
を 4-2で勝利し見事優勝を勝ち取りました。 
 中原選手は実力を十分に発揮し、繊維部門の優勝に大きく貢献して
優秀選手賞にも選ばれました。 

前列中央が中原選手 

今年度の実施した業務改善 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の実施予定の対策 
（１）更 なる業 務 効 率 化 →  電子印の活用でさらに時間短縮！ 
（２）課内の業務負荷平準化 → 「誰でもできる」を目指して人材育成を推進！ 
 

ＴＰＭ全社活動報告会 報告事例紹介 2 10月 28日に開催した報告会より、報告事例をご紹介します。 
タイトル︓『愛媛施設部 業務効率化の取り組み』       報告部署︓愛媛施設部 工事請負人サークル 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

活動の背景︓近年中小規模の工事受注が増え、手間がかかるが売り上げが減少する傾向にある。 
活動の目的︓手間のかかる作業を効率化して、売り上げにつながる業務を取り込む。 

問題点 
（１）見積業務︓入手資料や確認事項が多く、見積に時間がかかる。 
（２）資料作成︓作成時に手入力が多い（仕様書、実行予算表、工程表など） 

①各フォーマットの見直し 
プルダウンメニュー、チェックボックス、マクロ etc 
エクセルの機能を活用し、手入力を削減 

↓ 
入力ミスの低減、 入力時間短縮 

②担当分野のローテーションを実施 
未経験をなくす！ 

 

↓ 
各自の担当可能な範囲を拡大 

削減合計 5.5工数/年 人材育成、課員の労働時間を平準化 

未経験の分野へチャレンジ︕ 

業務効率化による
時間の余裕 

人材育成による 
マンパワー 売上アップ︕ 


